
（特非）　ラブグリーンジャパン

ネパール・タハ市の里山における水と土の
環境を次世代に繋げる

 ネパール 実　践

ひろげる助成

1年目
活動地域

活動内容と成果
● 学校等の既存の組織に対して意識啓発を目的とした
環境教育研修を実施した。335人の参加を得られた
● 地域住民に対して看板やパンフレットを作成して意
識啓発を図った
● 環境保全への意識啓発ビデオを作成し、今後活動に
役立てていく
● ゴミ拾いキャンペーンを実施し、延べ435人の参加が
得られ、11,905kgのゴミを回収した
● 景観美化のため川辺への植樹を行った
● バイオガスを併設したトイレを10基設置した
● 里山保全グループを組織した
● ホームステイ実施家庭向け美化研修を実施した。参
加者数238人課　題

ネパール・タハ市において、ゴミの投げ捨てやトイ
レ・家畜からの汚水による水質汚染の問題が浮上し
てきているが、何ら対策は取られていない。

目　標
地域全体で里山の景観を保全し、持続可能な里山の
環境保全のためエコツーリズムをとおした地域活性
の仕組みづくりをする。

〒247-0063
神奈川県鎌倉市梶原3丁目18-10
電話：080-7968-0059
E-mail：lgjkamakura@nifty.
com
HP： http://lovegreenjapan.org/

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス感染症の感染拡
大による移動制限や学校の閉鎖によ
り、予定通りの活動ができずスケ
ジュール調整が難しかった。

■工夫した点
新型コロナウイルスの影響で、一時
研修が開催できなかったので、看板
やパンフレットを作成し環境保全に
対する意識啓発を行った。

今までの活動を続け、構築してきた行政との信頼関係を基にゴミ分別場を設置す
るなど、地域住民のニーズに根ざした活動を行い、持続可能な活動とするために
ローカルグループのネットワーク作りに取り組んでいきたい。

今後の
展望

川の清掃キャンペーン 川の清掃キャンペーン 

川辺への植樹川辺への植樹

イベントの延べ
参加人数 1,008 人

ゴミ回収量 11,905 kg

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 50 ％

（一社）　畑とキャンプの自由な学校みんなの学校

「子どもとつくる。未来の地球プロジェクト」
SDGsスクール活動の実践

SDGsスクール
参加者 857 人
SDGsイベント
参加者 159 人

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 70 ％
 大分県・大分市 実　践

ひろげる助成

1年目
活動地域

活動内容と成果
● SDGsプロジェクトを子どもたちと行い、登山活動や
社会見学を実施した
● SDGsプロジェクトでは、大分大学の客員教授との連
携で森林火災や地球温暖化について学んだ
● フードロス削減の活動では、フードバンクを活用した
り、周辺の耕作放棄地を活用し団体内での食料自給
率を上げた
● SDGsイベントでは、159人の参加があり、より多く
の市民が体験的にSDGsに関する活動へ参加できた
● フリースクールの活動では、他団体が見学にきてモ
デルとなるように案内や活動の紹介を行った

課　題
民間のフリースクールなどでは対応できない人数の子
どもたちが存在している。子どもたちが学ぶ機会を確
保するとともに、活動を通して自己肯定感を取り戻す。

目　標
体験的に活動を進めることで、環境や自然から学び
SDGsへの意識を深め、主体的に活動へ参加すること
で、自身への理解を深め自己肯定感を取り戻す。

〒870-0809
大分県大分市机張原1857-2
電話：070-4480-1328
E-mail：mail@min-nano.2-d.jp
HP：http://min-nano.2-d.jp/

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
活動を行ううえで、生徒は集まった
が定例活動になるまで、送迎など運
営面での問題点が浮上してきた。

■工夫した点
送迎車を出すことで効率よく活動が
進められた。またフードバンクなど
の支援を受けることでフードロス削
減につながった。

子どもたちが主体的に学べる環境をつくるために、ファンドレイジングの展開を
予定している。また大分県のフリースクールとの連携や協議会設立で、民間の学ぶ
機会の確保や資質向上を図る。

今後の
展望

遊び、学び、体験するSDGsスクール遊び、学び、体験するSDGsスクール

食べる、遊ぶ。食体験食べる、遊ぶ。食体験
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